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ようこそ 
 

業界トップクラスのオーディオエンジニアからの意見を取り入れ開発された、442 フィールドミキサー
は、彼らの生活のためにオーディオギアに頼る人々によって、要求されたオーディオパフォーマンス、機
能そしてメカニカル構造で包まれています。442 は、4 つの高性能マイクロフォンプリアンプ、多くの
出力と柔軟なモニタリングを含んでいます。その入力と出力、チャンネル毎のダイレクト出力を含む 442 

は、大規模なマルチ入力プロダクションと同様に、自宅での小さな“速攻と確実な収録が必要な”アプリ
ケーションを制作します。 

 

442 は、完全な機能をコンパクトで、機能的な設計に組み込みました。全てのコントロールは、その 3

つのメインの面でアクセスできます；隠されたコントロールはありません。効率の良い回路によってミキ
サーは、4 本内蔵 AA（単 3 型）バッテリーまたは外部の 5-18 VDC のどちらかで、動作することがで
きます。 

 

442 は、全ての Sound Devices プロフェッショナルオーディオ製品の様に、フィールドプロダクション
での物理的そして過酷な環境に耐えるように設計されています。そのコンパクトなメカニック構造は、全
てのファンクションへのアクセス、整然とした設計と耐久性がパーフェクトなバランスを保っています。 
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クイックスタート・ガイド 
 

ミキシングコンソールの操作を理解されている方であれば、442を操作する前にこの“クイックスタート
ガイド”で 442の基本操作を習得することができます。 

 

 

電源 

 

1. 内蔵バッテリー：4 本の AA（単 3 型）バッテリーをバッテリーコンパートメントに挿入します。プ
ラス（+）側から挿入します。 

外部電源：外部 DCプラグ（5-18VDC）を 442の DCコネクターに接続します。 

2. INTか EXTへ任意の電源ソースへスイッチをスライドさせます。 

3. バッテリーチェックボタンを押すことによって、バッテリーレベルを確認することができます。 

 

 

インプットチャンネルの設定 

 

1. 音源（マイクロフォンまたはラインレベルシグナル）を、チャンネル入力コネクターに接続します。 
2. 入力のタイプを選びます（マイクまたは LINE レベル） 

3. マイクロフォンに電源が必要ならば、ファンタムまたは T電源を有効にします。 

4. チャンネルフェーダーを 0（ユニティ）位置にセットします。 

5. 適切な位置にチャンネルパンを調整します。 

6. 必要に応じてハイパスフィルターを調整します。 

7. マスターゲインコントロールを 0（ユニティ）位置にセットします。 

8. 必要なレベルにチャンネルゲイン/トリムコントロールを調整します。 

9. 出力メーター上にシグナルが点灯していることを確認してください。 

 

 

アウトプットチャンネルの設定 

 

1. 外部機器の入力端子に接続されているケーブルを 442の出力コネクターに接続します。 

2. 出力タイプ（レベル）を次の３つから選びます。[ MIC / -10 / LINE ] 

3. 外部機器で音声レベルを確認してください。 

 

ヘッドフォンモニター 

 

1. 出力パネル上のヘッドフォンコネクタにヘッドフォンを接続します。 

2. ステレオミキサープログラムを聞くために、ヘッドフォン選択スイッチを ST 位置に選んでください。 
3. ヘッドフォンでオーディオをモニターします。 

 

メーター表示 

 

1. LED 出力メーター上でマスター出力レベルを確認します。 

2. VU、PPM（ピーク）、VU/PPM 同時表示 の３モードを PK/VUボタンで切り替えます。 

3. メーター輝度ボタンで、メーターの輝きの強度を調整します。 

 

 

リミッター 

 

1. フロントパネルにあるスイッチによって、入力と出力リミッターを作動させます。－ステレオリンク
またはデュアルモノのどちらか。 

2. リミッター動作状況を、リミッターLEDと出力レベルで確認してください。 

3. 出力リミッターと入力リミッターのスレッショルド値はセットアップメニューで調整できます。 
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フロントパネルの詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) チャンネルフェーダー 
チャンネルフェーダーチャンネルのゲインを
‘オフ’から+15 dB の範囲できめ細かく調整
できます。ノミナル設定は、中央（0dB）です。 

 

2) チャンネル PAN 
入力シグナルの出力へのレフト/ライトバラン
スをコントロールします。右または左一杯に
パンしたとき、シグナルはセンター位置より
3dB高くなります。 

 

3) LINK LED 
チャンネル 1 と 2 が、入力パネルにあるリン
クスイッチの設定によって、ステレオペアと
してリンクされたことを示します。 

 
4) CH2 逆相スイッチ 
入力チャンネル 2 の位相を逆にします。 

 
5) PFL (SOLO) 
トラブルシューティングやゲインセットアッ
プのために、ヘッドフォンにチャンネルシグ
ナルを送ります。マスター出力シグナルには
全く影響を及ぼしません。 

 

6) ピーク LED 
入力シグナルが、クリッピングまで 3dB であ
ることを示します。LED が点燈したならば、
ゲインがあまりに高く設定されることを示し
ます。 

 

7) インプットリミッターLED 
インプットリミッターが動作すると橙色が点
灯します。まぶしく点灯しているときは Gain

トリムを下げてください。 

8) Outputメーター 
40 セグメント出力メーター。ピークに設定す
ると dBu で表示され、VUに設定するとボリ
ュームユニットで表示します。 

 

9) スレートMIC / トーン OSC 
左位置（押している間）でスレートマイクロ
フォンが作動し、右の位置（ラッチ）でトー
ン発振器が作動します。 

 

10) LED輝度ボタン 
4 段階の輝度から輝度レベルを調整すること
ができます。 

 

11) PK / VU ボタン 
出力メーターの指示方法を VU、PPM、
VU-PPM ホールド、VU/PPM から選びます。
このボタンを押しながら電源を入れるとセッ
トアップメニューにアクセスできます。 

 

12) バッテリーチェックボタン 
出力メーター上でバッテリーレベルを確認で
きます。左のメーターは、内蔵バッテリーレ
ベルを示し、右のメーターは外部の電源レベ
ルを示します。 

 

13) 電源 LED 
電源が入ると緑色に点灯します。電源が低い
と点滅します。外部 DC 供給時、メニューで
設定された電圧以下になると点滅します。 
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14) 電源スイッチ 
INT / OFF / EXT と３つのポジション位置が
あり、左側が内蔵バッテリー、右側が外部 DC

電源です。 

 

15) ゲイントリム 
ゲインコントロールで大まかに最初のゲイン
を設定し、細かいレベル調整はフェーダーで
行います。設定範囲は+22dBから+60dBです。 
 

16) ハイパスフィルター 
ハイパスフィルターの-3dBポイントを調整し
ます。左に回しきると OFFです。調整範囲は
80Hz から 240Hz で、12dB/oct から 6dB/oct

です。 

 

17) リミッタースイッチ 
入出力両方のリミッターを ON にします。セ
ットアップメニューで入力リミッターを無効
にすることができます。スイッチを ON にす
ると Lと Rのリミッターが独立して機能しま
す。スイッチを LINK にすると、ステレオ用
に出力リミッターがリンク動作します。 

 

18) マスターゲイン 
Lと R出力の全体的なレベルを調整します。 

 

19) モニターセレクトスイッチ 
ヘッドフォンモニター用の信号ソースを選択
します。選択項目：Off、出力バス L、出力バ
ス R、モノラル、ステレオ、Retun-A、ReturnB、
左耳に Ret-A／右耳に Ret-B、MS-L、MS-R、
MSステレオ 

 

20) ヘッドフォンゲイン 
ヘッドフォンゲインの全体的なレベルを調整
します。 

 

21) 出力リミッターLED 
出力リミッターが有効なとき橙色に点灯しま
す。リミッターのかかり具合により輝度が変
わります。リミッターがかかりすぎている時
はチャンネルかマスターフェーダーのレベル
を下げてください。 

 

22) リターンモニタートグルスイッチ 
ヘッドフォンモニターへリターンオーディオ
を送ります。左位置はラッチで、右位置はモ
ーメンタリです。スイッチ位置と信号ソース
はセットアップメニューで変更することがで
きます。デフォルトは、左位置が RTN-A で、
右位置が RTN-Bです。 
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入力パネルの詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) XLR入力 
チャンネルフェーダーチャンネルのゲインを
‘オフ’から+15 dB の範囲できめ細かく調整
できます。ノミナル設定は、中央（0dB）です。 

チャンネルフェーダーチャンネルのゲインを
‘オフ’から+15 dB の範囲できめ細かく調整
できます。ノミナル設定は、中央（0dB）です。 

 

2) TA3M ダイレクト出力 
バランス型、ラインレベルチャンネル出力。
信号は、Pre-Fader（post-Trim、Input Limiter、
HPフィルター）です。セットアップメニュー
で、ラインまたはマイクレベル出力に変更で
き ま す 。 Pin1=GND 、 Pin2=Hot(+) 、
Pin3=Cold(－)。アンバランス出力として使用
するときは、Pin3はフロートさせてください。
(Pin3を GNDに接続しないでください。) 

 

3) ファンタム / ダイナミック / T電源 
チャンネルごとの接続されたマイクロフォン
の電源タイプを選択します。 T電源は T電源
を必要とするマイクロフォンにだけ使用して
ください。 

4) Mic / Line 切替 
チャンネル入力ごとに、入力レベル
MIC/LINE を切替えることができます。 

 

5) ファンタム電圧セレクト 
ファンタム電源の電圧を 48Vか 12Vに切替え
ることができます。 

 

6) １＋２リンク 
ステレオペアとして、チャンネル 1 と 2 をグ
ループします。ON は L/R ステレオペアを選
び、MS はミッドサイドステレオペアを選び
ます。 

 

7) RTN A と RTN B レベル 
リターン A とリターン B シグナルの入力感
度を調整します。プログラムとリターンオー
ディオを切り換えるとき、レベルのバランス
をとることができます。 
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出力パネルの詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) ミックス入力 
マスターバスへの入力は、442 へ追加入力す
るために、他のミキサー(442、MixPre MP-2

などの)出力をミックスするために使用されま
す。Pin2=左、Pin3=右。TA3 コネクターの
Pin1 はオープンになっているので、ケーブル
の GND を TA3 コネクターシェルに接地（グ
ラウンド）してください。 

 

2) モノラル出力(MICレベル) 
ワイヤレス IFB 送信機またはコピーレコー
ダーに接続するように設計された 3.5mm、モ
ノ、マイクレベル接続。アンバランス。
Tip=HOT、Sleeve=GNDです。 

 

3) Tape Out / Mix Out 
アンバランス型ステレオ出力。TA3 コネクタ
ーは、Pin1=GND、Pin2=左、Pin3=右。3.5mm

ジャックは、Sleeve=GND、Tip=左、RIng=

右です。442 に入力を追加するためミックス
インにリンクして使用できます。 

 

4) マルチ出力(Hirose コネクター) 
セカンド・マスター出力（XLR 出力コネクタ
ーからワイヤリング分岐）、アンバランス・ス
テレオ Return-A を含むマルチ-ピンコネクタ
ーです。 

 

5) XLRマスター出力 
トランス式バランス出力。Pin1=GND、
Pin2=HOT、Pin3=COLD です。アンバラン
ス入力へ接続する場合には Pin3 を Pin1 へ設
置（グラウンド）してください。 

 

6) バッテリーケース 
AA(単三)バッテリーを収納する内蔵バッテリ
ー用ケースです。アルカリ電池、リチウム電
池、ニッケル水素充電電池を収納します。 

 

 

 

 

7) ヘッドフォン出力 
6.3mm と 3.5mm のステレオコネクタは、8

～2000 オームのインピーダンスのヘッドフ
ォンを接続してモニターすることができます。 
 

8) リターン B入力 
Return-B オーディオ用のアンバランス入力
ステレオコネクター。TA-3 コネクターは、
Pin1=GND、Pin2=左、Pin3=右です。3.5mm

ジャックは、Sleeve=GND、Tip=左、Ring=

右です。 

 

9) マルチ出力レベル(Hirose コネクター) 
Hirose マルチコネクター用の出力レベル調整
スイッチです。Mic／Tape／Line の各レベル
に切替えられます。 

 

10) XLR出力レベル(L) 
左チャンネルXLR出力コネクター用のレベル
調整スイッチです。Mic／Tape／Line の各レ
ベルに切替えられます。 

 

11) TA3M マスター出力 
セットアップメニューにより出力レベルを
Mic／Line の各レベルに切替えられるマスタ
ー出力です。 Pin1=GND、 Pin2=HOT、
Pin3=COLD、Pin3 はフロートされており、
アンバランス出力です。 

 

12) XLR出力レベル(R) 
右チャンネルXLR出力コネクター用のレベル
調整スイッチです。Mic／Tape／Line の各レ
ベルに切替えられます。 

 

13) DC入力 
５～18VDC が接続される外部電源用コネク
ターです。Hirose コネクターは Pin1=マイナ
ス電圧、Pin4=プラス電圧です。Ext DCは電
源回路以外の音声回路から完全に独立してい
ます。初期 442モデル（sn0303以前）はコア
キシャルDCコネクターを使用しており、Tip=

プラス、Sleeve=マイナスです。 
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入力チャンネル 
 

442 の入力は、4 つのフル機能マイクロフォンプリアンプからなります。各チャンネルは、ほとんど全
てのシグナルタイプに適応させるために広いゲインレンジを持ちます。442 は、低感度のリボンやダイ
ナミックマイクロフォンから中レベルのワイヤレスそしてコンデンサマイク出力、“ホット”なラインレ
ベルの範囲に及ぶシグナルを受け入れます。 

 

442 の入力チャンネルは、トランス-バランス型です。トランス型アイソレーションの特性は、フィール
ドプロダクションの敵対的で規制されない環境のために、他のバランス型テクニックより優れています。
トランスはドライビングソースからガルヴァーニ電気のアイソレーションを提供し、直接電気的な接続が
ないことを意味します。シグナルは、磁気的に“変圧”されます。442 の入力トランスは、最少限にゆ
がみを保つ一方、高シグナル処理能力（特に低域で）成し遂げるために、プレミアム磁気コア材を使用し
ています。それらの本質的に高いコモンモードインピーダンスにより、トランスはコモンモードノイズリ
ジェクションに対して、他のどのタイプの入力もライバルになりません。 

 

442 の入力は、バランスまたはアンバランスどちらかの接続で使うことができます。アンバランスのと
き、ピン-1 へピン-3 をグラウンドします。442 へのアンバランスとバランス接続間で、ゲインに変化は
ありません。 

 

 

Mic/Line レベル選択 

 

マイク/ラインスイッチは、チャンネルごとに入力レベルを設定するために用いられます。442の
マイク入力からライン出力へのゲインは最大 84dB です。LINE 位置のとき、入力チャンネルの感度は
40dB 減少します。 

 

 

ゲイン (Trim) 

 

 

 

従来のミキシングコンソールのように、442 のマイクロフォンプリアンプのゲインは、ゲイン
コントロールを用いて設定されます。チャンネルフェーダーを 12時位置(0dB) にセットしてから、Gain 

(Trim) を適正な位置に調整してください。調整中は Gain(Trim)で大雑把なレベルを合わせ、任意の調整
位置から動かないように、ミキシングパネルから調整ノブを隠すために格納することができます。 

 

 

チャンネルフェーダー 

 

 

 

チャンネルフェーダーはミキシング操作中に使用されるレベルコントロールです。操作中は
きめ細かいレベル調整をチャンネルフェーダーで行います。フェーダーは Off（半時計回し）から、
+15dB(Gain-Trimで設定されたレベルに対して) までコントロールできます。 

 

 

ファンタムと T電源 

 

コンデンサーマイクロフォンは、それらの動作のいろいろな部品のために電源を必要とします。442 

は、各入力にファンタムまたは T-電源を提供し、入力毎に選択できます。442 は各入力に、ほとんどの
電源食いのコンデンサーマイクロフォンにも十分な、48V で最大 10 mA を提供します。受け入れられる
ならば、バッテリーの動作時間を広げるために、12V のファンタムを使ってください。12V/48V ファン
タム電圧スイッチは、入力パネルにあります。 
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ファンタム電源 
ファンタムパワリングは、12 と 48 ボルトの固定 DC 電圧を利用します。この電圧は XLR コネクタの
Pin-1 に対して Pin-2 と Pin-3 に抵抗を介して供給されます。シグナルピン 2 と 3 には電圧差はありま
せん。ファンタム電圧が供給された状態でダイナミックマイクを接続しても通常操作と変わりません。 

 

442 ミキサーは 48V で 10mA まで供給し、ほとんどのコンデンサーマイクロフォンに適合します。マイ
クロフォンによっては 48Vではなく 12Vで動作するものもあり、12Vファンタム電圧をしようしたほう
がバッテリー寿命を延ばします。ファンタム電圧(12V／48V) の切替はすべての入力に影響します。 

 

T電源 
T電源はいくつかのヨーロッパのコンデンサマイクロフォンメーカーのよって使用される規格で、一般的
ではないものの、標準として使用されています。T電源はシグナルピン 2 と 3 の間で、抵抗を介して 12V 

を供給されます。442 は XLRコネクターの Pin3 に対して Pin2 に+12 ボルトを供給します。T電源は
入力ごとに T電源を設定することができます。 

 

“レッドドット”T-電源マイクロフォン（逆極性の T-電源）を使うときは、入力に極性反転アダプターを・
使用しないと、マイクロフォンを損傷させる恐れがあります。 

 

ファンタムと T電源に互換性はありません。T電源マイクロフォンだけに T電源を使用してください。 

 

 

ハイパス・フィルター 

 

 

 

442 の各チャンネルは調整可能なハイ-パスフィルターを備えています。ハイ-パス（またはロ
ーカット/ローロールオフ）フィルターは、オーディオシグナルに含まれる過剰な低周波数エネルギーを
減少させます。ウインドノイズは一般的に不必要な低周波数成分なのでハイ-パスフィルターの使用が有
効です。100Hz 以下には必要とするオーディオ成分が含まれないため、ほとんどの音素材、特にスピー
チでハイ-パスフィルターの使用はメリットになります。 

 

442 のハイ-パス回路は、80Hz から 240Hz までの範囲で調整可能な周波数（-3dB）コントロールを持
ちます。80Hz 以下のスロープ特性は 12dB/オクターブです。それより高い周波数のスロープは 6dB/オ
クターブです。ウインドノイズやランブルノイズを減らすために 80Hz付近で、追加のロールオフが与え
られているために、複合スロープ特性を持ちます。それより高い周波数域では、ゆるやかなスロープ傾斜
により指向性マイクの近接効果を打ち消す効果に有効です。 

 

442 のハイ-パス回路は他社製品と比べて独特の回路デザインとなっています。大部分のミキサーのハイ-

パス回路は、低域成分を含む全帯域を増幅するマイクプリアンプの後に置かれています。それに対し 442

はマイク音声を増幅する前の段階で低域成分をカットするので、必要とする音声帯域に対して大きなヘッ
ドルームを確保することができます。 

 

ハイパスフィルターだけに頼らず、マイクロフォンの選定、ウインドスクリーンの使用、マイクロフォン
の位置、マイクロフォン内蔵のフィルターなどによって、サウンドソースの均一化を図ってください。マ
イクロフォンによっては内蔵ハイパス・フィルターを持っているものもあるので、442 のハイパス・フ
ィルターと同時に使うとフィルター作用カーブをより強めることができます。 

 

ハイ-パスコントロールを反時計方向に回しきると、フィルター回路を OFFにすることができます。ハイ
-パスコントロールは、周波数を調整した後に不用意に調整位置が動かされないように、操作パネルから
隠すことができるポップアップノブを採用しています。 
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PANコントロール 

 

 

PAN ポテンショメーターは、入力信号をステレオ出力バスへ送る際にステレオイメージをコ
ントロールします。442 は定音量 PAN コントロールを採用しており、左もしくは右へ最大に回しきった
状態で 3dB 大きくなります。実際は、左もしくは右回し切り、あるいはセンター位置で使用されること
が多く、442はフルに左・右に位置させたときのオフ・アッテネーションが優れています。パンポットは
センター位置にクリックを備え、この位置で左右間の出力が最大+/－ 0.1dB 以内の差になるように、
Sound Devicesで調整されています。チャンネルセットアップの後、パンは多くの場合使われないので、
パンポットは通常オペレーション中はミキシング面から隠れて邪魔にならないポップアップ式ノブを採
用しています。 

 

入力リミッター 

 

 

 

入力リミッターは単にセーフティー・リミッターとして動作します。出力リミッターをフロント
パネルの「LIM」スイッチで有効にすると、入力リミッターも ONになります。 

 

正しく設定されたゲイン構造での通常の作用では、チャンネルリミッタのスレッショルドに到達しません。
例えば高音圧の環境のような非常に高い入力信号では、チャンネルリミッタはクリッピング防ぐために作
動します。チャンネルリミッタ OFF で高い音量レベルが入力されるとオーバーロードして、歪みを引き
起こします。 

 

サウンドデバイスではチャンネルリミッタを常に ONにしておくことを推奨します。設定したスレッショ
ルド以下（クリッピング以下）であればリミッターは動作しないのでサウンドに影響を及ぼしません。 

 

入力チャンネル 1と 2がステレオペアとしてリンクされるとき、それらのチャンネルリミッタも同時に両
方のチャンネルに同じゲインリダクションを実行するためにリンクします。 

 

 

リミッター LED 

 

各チャンネルは、リミッター制御量に比例して強く点灯するオレンジ色のリミッターLEDを備えて
います。チャンネルのオレンジ色の LEDが強く点灯する場合は、ゲインを下げることを推奨します。 

 

 

ピーク LED 

 

 

各チャンネルは、ピークシグナルの動作を指示します。チャンネルがそのクリッピングレベルの 3dB

以下に近づくと、赤いピーク LED が点灯します。チャンネルの赤いピーク LED が時々点灯する場合、
ゲインを下げることを推奨します。 

 

 

位相反転 –Ch2 

 

位相反転スイッチを ON にするとチャンネル 2 の極性が逆になります。位相反転は MS 録音において素
早くステレオフィールドを逆にするためによく用いられます。通常の位置はオフで、スイッチがΦ位置の
とき極性が反転します。 

 

録音中に CH2の極性を切り替えるとポップノイズが発生するので、切替えないでください。 
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ステレオ Link ON –Ch1と Ch2 

 

ステレオリンクを ON に設定すると、入力チャンネル 1 と 2 は、CH-1 フェーダーによってコントロー
ルされるステレオペアとしてリンクされます。CH-1 の PAN コントロールは、L,R 間のバランスコント
ロールになります。CH-2 フェーダーと PAN は、Link されている時は使用できません。CH-1 と CH-2

の Trim レベルと Hi-Pass フィルターは、各チャンネル上で個々に動作します。Link されている時は、
CH-1 と CH-2の入力リミッター（スレッショルド）もリンクされています。 

 

ステレオ Link MS –Ch1と Ch2 

 

ステレオリンクをMS に設定すると、入力チャンネル 1と 2は、入力 1=MID、入力 2=SIDEとなるMS 

ペアとしてリンクされます。リンクされると CH-1と CH-2の入力リミッターもリンクされます。 CH-1 

の PANコントロールは、MSデコードされたステレオイメージの L / Rバランスコントロールとして機能
します。CH-2 のフェーダーと PAN は使用できません。ゲイントリムレベルと Hi-Pass フィルターは、
各チャンネル上で個々に動作します。入力 1 、入力 2 のゲイントリムコントロールは、それぞれミッド
とサイドのレベルを調整するために用いられます。 

 

 

PFL (チャンネル・ソロ) 

 

個々の入力チャンネルにおいて、モーメンタリ式 PFLスイッチを使ってヘッドフォンでのソロ・
モニターすることができます。モニターソースは、Post-Trim、Post-High Pass、Post-LIM、Pre-Fader

です。ファクトリーデフォルト設定で、左メーターはソロ・モニター中のチャンネル信号レベルを表示し
ます。PFLモニターはマスター出力へ送られるオーディオ信号に影響することはありません。PFL メー
タリング機能はセットアップメニューで非表示に設定することができます。 

 

 

出力 
 

442 は複数出力を持つ 2バスミキサーで、マルチ-カメラ、マルチ-ソースプロダクションに最適です。各
入力は、L / R に連続的にパンンングすることができるので、ミキサーは 2つのモノラルバス、あるいは
１つのステレオバスとして使うことができます。 

 

マスターゲイン 

 

 

 

マスターゲインコントロールは、L / R出力の全体的な出力レベルを調整します。マスターのゲイ
ンレンジは、ゲインの完全なアッテネーション（マスター出力オフ）から、+6dB まであります。一般的
な使用方法において、マスターコントロールはユニティゲイン（0）位置に設定されています。マスター
ゲインは、レベル設定後に誤操作を避けるために、ミキサーのメイン表面から隠すことができるポップア
ップノブを採用しています。 

 

マスター出力 (XLRと Hiroseマルチピン) 

 

 

 

XLR 出力と Hirose マルチピン出力は優れたアイソレーション特性を持つトラ
ンス型バランス出力回路を備えています。また、出力は個別に LINE / TAPE(-10設定、LINEから 14dB

減衰) / MICレベル(LINEから 40dB減衰) を設定することができます。マスター出力は長距離ケーブル
で伝送することができます。 

 

Hirose マルチピンコネクターはマスター出力だけでなく、ヘッドフォン用のリターン A 入力端子も備え
ます。 
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セカンダリー出力 (TA-3) 

 

 

XLR出力コネクターの下側に位置する TA3タイプのバランス出力は、補助的なマスター出力
です。TA-3コネクター出力はインピーダンス・バランス型（PIN-2 = アンプ出力、PIN-3 = 抵抗ターミ
ネート）になっており、バランスまたはアンバランス出力として使うことができます。工場出荷時の出力
レベルは、ラインレベルです（+4dBu ノミナル）。このレベルは、セットアップメニューにおいて Mic

レベルに変更することができます。 

 

TAPE出力 (MIX出力) 

 

 

MiniDisc、DAT、カセットデッキといったコンシューマー製品へ接続するための出力です。442

には 2種類のコネクターがあり、アンバランス型 TAPEレベル信号を TA-3コネクターと 3.5mmジャッ
クコネクターは抵抗分配されています。TAPE出力はメイン出力とはアイソレートされているので、これ
らに接続されているコンシューマー製品によって、マスター出力の音声に影響を与えることはありません。 
 

モノラル出力 (MICレベル) 

 

 

モノラル出力は、L / R 信号を合成したモノラル信号を出力します。3.5mmジャックから出力され
る信号は、ポータブル記録用レコーダーやワイヤレス・コミュニケーション用 IFB 送信機用にマイクロ
フォンレベルになっています。 

 

 

 

 

出力リミッター 
 

入力と出力リミッターを作動させることによって、442 ミキサーがクリップ（オーバーロード）するこ
とを防ぐことができます。442 のリミッターを作動させるためには、フロントパネル“LIM”スイッチ
を LINK または ON 位置のどちらかにセットします。 

 

 

 

 

 

設定したリミッタースレッショルドより大きなピーク出力シグナルは、出力リミッターによりレベルが制
限されます。出力リミッタースレッショルドは、セットアップメニューで、+4dBuから+20dBuまで 1dB 

ステップで任意に設定することができます 

 

工場出荷時のリミッタースレッショルドは +20dBuです。これは入力最大値(ピーク+24dBu)がインプッ
トチャンネルに入力されても、442の出力はオーバーロードしないことを保証しています。 

 

メータースケールの端にあるオレンジ色の LIM LED は、リミッターで制限している音量に比例して点
灯の強さが変化します。 
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LINK と ON 

 

 

 

出力リミッターは、ステレオペア(LINK)して動作リンクさせるか、２つの独立したリミ
ッター(ON)として動作させることができます。リンクモードでは、L / R チャンネルのレベルバランスを
崩さずに、左右で同じゲインリダクションを行います。ステレオ素材を録音するときには LINK 位置に
スイッチさせることをお勧めします。442 の出力バスが、分離した２つの出力として使用される場合は、
リミッターを ON位置にスイッチさせてください。 

 

 

 

ミックス・インプット（ミキサーリンク） 
 

 

Mix In機能は 2台の 442ミキサーをリンク接続して入力チャンネル数を増加させるためのもの
です。2台の 442ミキサーがリンクされると、全 8入力チャンネルは、レシーブ側ミキサー(442 B) のス
テレオ出力へミックスされます。MIX INコネクタの入力ピンアサインは、TA-3の Pin1 =GND、Pin2 = 

L、Pin3 = R で、アンバランス信号です。入力ピン Pin1 はオープンになっているので、TA-3コネクタ
ープラグのシェルは必ず Pin-1の GNDへ接地されていなければなりません。 

 

2台の 442ミキサーをリンクするには： 

 

1. 442 Aミキサーの TAPE OUT/MIX OUTを 442 BミキサーのMIX INに接続してください。（ケ
ーブルは TA3F－TA3F ケーブルで、Sound Devices社の XL-1Bに相当します ）これで、442 A

のステレオ出力を直接 442 Bのミックスバスへ送ることができます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

2. 442 Bミキサーのステレオヘッドフォンモニターで全 8入力チャンネルがミックスされた音をモ
ニターしてください。 

 

3. それぞれのミキサーで適正な音量に調整してください。 

 

 

入力ピン Pin1 はオープンになっているので、必ず TA-3のシェルを GNDへ接地させてください。 
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メーター 
 

442 の特徴は、指示方法を選択できる大きな 40-セグメント（チャンネルにつき 20）の LED 出力メータ
ーです。メーターは、強烈な日光下でも視認性の高く、消費電流の少ない GaN LED を使用しています。
442 の出力メーターは、ショック、温度または極端な湿気に影響されません。マイクロコントローラー
ベースの出力メーターは、指示方法と輝度の選択を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

メーター指示特性 

 

出力メーターは、 [VU]、[Peak]、[VU &Peak]、[VU&Peak Hold] の４つのモードを随時選択すること
ができます。PK/VU ボタンで指示方法を切り換えます。メーターボタンは、指示方法を変更するために
いつでも押すことができます。 

 

VU 
VU －（ボリュームユニット）メーター指示方法は、人間の耳が察知する音量にかなり符合し、信号の大
きさの良い視覚インジケーションを提供します。VU モードでは、アタックとメーターシグナルの消失は、
300ms です。シグナルの大きさを非常に良い視覚のインジケーションを与えるとはいえ、VU メーター
は実際のシグナルピークには良い情報を与えません。VUモードのとき、フロントパネルメーターラベリ
ングは、ボリュームユニットです。VU メーターは、常に実際のシグナルレベルに対して dBu でリファ
レンスをとり、442 の VU メーターはラインレベル出力で、0VU 時 0dBu に相当するようにリファレ
ンスされています。必要ならば、リファレンスレベルはユーザーセットアップにて、+4dBu または+8dBu 

に変更することができます。 

 

Peak 
ピークリーディング指示方法は、実際のシグナルピークと符合しますが、必ずしも察知されたシグナルの
音量と一致するというわけではありません。ピークメーターは、全てのピークを表示するために瞬間的な
アタックと、ユーザーが見ることができるように、スローなリリースです。ピークメーターは、最新のデ
ジタル機器のオーディオ入力に相互接続するとき、シグナルのオーバーロードが即時に歪を引き起こすこ
とがあるので、役に立ちます。ピークメーター時、フロントパネルのマーキングは、ライン-レベル出力
でピーク dBu レベルに調整されます。 

 

VU / Peak 
442 は、VU とピークレベル 

の情報を同時に表示することができます。このモードでは、察知された音量（VU）はバーグラフで、ピ
ークシグナルは VU の上にあるドットで表示されます。この組合せでユーザーは、シグナルの“音量”
見ながら、同時にピークを監視することによって、VU とピークメーターリングの両方の良いところを手
に入れます。 

 

VU / Peak Hold 
（ファームウェア v3+以上から）－VU/ピークモードに似ているこのモードは、リリースする前に数秒間
ピークレベル指示を保ちます。ピークのホールドインジケータは、オーバーロードの状態が容認できない
とき、アプリケーションでメータリングすることに役立ちます。 

 

 

メーターロック 

 

ロック（ファームウェア v3のみ）-バッテリーチェックとメーター輝度ボタンを同時に押すと、メーター
設定の選択をロックします。この設定は、電源を落としても保存されます。 
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ヘッドフォン Peak LED 

 

チャンネルピーク LED のように、ヘッドフォン回路は、ピークオーバーロードのためにインジケータを
備えています。この LED は、ミキサーがオーバーロードする前にヘッドフォンが先にオーバーロードし
てしまう場合に便利です。ヘッドフォンクリッピングの視覚での指示なしでモニターすることは、出力ま
たはリターンフィードが歪んでいると勘違いをオペレーターに与えます。ヘッドフォンピーク LED はま
た、ステレオリターンA とリターンB シグナルのためにクリップインジケータとしての兼用になります。
もし、（リターンゲイン段以降の）リターンシグナルのいずれかがクリップしたなら、ヘッドフォンピー
ク LED が点燈します。 

 

 

 

ヘッドフォンモニター 
 

ヘッドフォン・ソース選択 

 

ロータリースイッチにより、ヘッドフォンへ送られる音源を選択することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッドフォン・ゲイン 

 

ヘッドフォンの音量は、ポップアップ式ノブでコントロールすることができます。 

 

 

442ミキサーは非常に大きな音量をヘッドフォンに送ることができます。突然の大音量が鳴ることを防ぐ
ために、ヘッドフォンソースを切り替える前に音量を下げてください。 

 

 

リターン A と リターン B 

 

 

 

 

 

 

 

リターンモニタースイッチは、A と B の 2 つの位置があります。A 位置に切り替えると、ヘッドフォン
ソース選択より優先されて、リターン A のオーディオがヘッドフォンに送られます。同じように、B 位
置に切り換えると、リターン B のオーディオがヘッドフォンに送られます。このスイッチは、セットア
ップメニューにおいて、実行される割当てを変えることができます。 
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電源 
 

442 は、内蔵バッテリーまたは外部 DC 電源のどちらからでも動作します。内蔵電池は、主電源として、
あるいは外部電源が外されるかまたは電圧が下がったりする場合のバックアップとして、使用します。電
源スイッチは、電源- 内蔵または外部電源のどちらかを選びます。ミキサーシグナルの中断なしで、片方
のソースから他へスイッチバックまたはスイッチフォースすることができる、十分な電源留保があります。 
 

442 は、非常に電源効率がよく、4 本の単 3 型アルカリ電池で（ファンタムなしで）およそ 8 時間動作
します。追加の負荷がミキサーにかかるとバッテリーでの動作時間は減少します。 

 

内蔵電源 

442 は、様々なタイプの単 3 型サイズのバッテリーから電源を供給されることができます。リチウム電
池、アルカリ電池、ニッケル水素充電式単 3 型電池のタイプは、内蔵電源のためのポピュラーな単 3 型
電池です。442は、リチウムまたはニッケル水素バッテリーの使用で、最も長い動作時間を達成すること
になります。 

 

外部電源 

442 は、5 から 18 VDC までのどんな DC 電圧からでも電源を供給されます。ロック式 Hirose コネク
タのピン-4 は、ポジティブ（+）で、ピン-1 はネガティブ（－）です。外部 DC 供給は、他の外部オー
ディオギアとの簡単で安全な相互接続のために、ミキサーの残りから完全に分離されます（フローティン
グ）。 

 

電源メータリング 

バッテリーチェックボタンは、内蔵と外部電源のバッテリー電圧を示します。左のメーターは内蔵バッテ
リーの電圧を示し、そして、右のメーターは外部バッテリーの電圧を示します。多くの異なるバッテリー
タイプが、外部での使用に利用できるので、外部 DC メータリングは、セットアップメニューにおいて
使用するバッテリーのために、カスタマイズすることができます。 

 

電源消費 

442 は、消費する電流の総計が変化します。442 のいくつかの機能は、異なる方法で直接消費電流に影
響を及ぼします。以下のリストは、消費電流の大きい機能をハイライトします（最も高消費電流から低い
方へリストしています）。 

 

1. マイクロフォン電源：442 のエキストラな消費電流のメインソース。48V ファンタムは、どの
ようなモデルのマイクロフォンが使われるかによって左右されますが、豊富な量の電流をバッテ
リーから消費します。（ファンタム電源参照）2 本のファンタム電源のマイクロフォンは、1 本
のときより 2 倍消費します。マイクロフォンは、タイプとファンタム電圧の作用によって異なり
ますが、それらの消費電流は広く変化します。 

 

2. 出力ドライブレベル：複数への高出力ドライブレベル、低インピーダンス入力へは、消費電流は
増加します。 

 

3. ヘッドフォン出力回路：高ヘッドフォン出力レベルは消費電流が増加します。 

 

運行内容に合わせた個々のセットアップとバッテリー動作時間をあらかじめテストしておくことをお勧
めします。 
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トーンオシレーターとスレートマイク 
 

シングルの 3-段スイッチは、トーン発振器とスレートマイクロフォンをコントロールします。 

 

 

 

 

トーンオシレーター 

 

トーンは、442 とシグナルパスの次のデバイス間のゲイン構造を設定するために使います。トーン発振
器は、スイッチのロックする位置を使います。デフォルトで、トーン発振器は、（ラインレベルの出力設
定で）出力に、0dBu で 1kHz のサインウェーブを出力する設定です。トーンは、また、ダイレクト出
力にも同じレベルで送られます。セットアップメニューにおいて、トーン周波数と出力レベルを、変える
ことができます。また、トーン発振器はダイレクト出力に行かないようにもでき、または、トーンスイッ
チを全く無効にすることもできます。 

 

442 の発振器は、特有の特徴を含みます：トーンが発振するとき、ヘッドフォン出力は 20dB 下がりま
す。このイヤー-セービング機能は、セットアップメニューにおいて無効にすることができます。トーン
をアクティブにしてバッテリーチェックボタンを押すと、レフト出力が 20dB ごとにサイクルします（レ
フト対ライトの出力を検証するために使用します）。トーン発振器をオフにするか、またはバッテリーチ
ェックボタンを再び押すと、出力のサイクルが止まります。 

 

 

スレートマイクロフォン 

 

スレートマイクロフォンは、ロケーションなどでシーンに注釈を入れるために使います。マイクロフォン
のオーディオパフォーマンスは、重要な録音アプリケーションにはふさわしくはありません；それはテー
プにシーンを文書化するためにだけ、使われるはずです。スレートマイクは、モメンタリーのスイッチ位
置を使います。セットアップメニューで、1 秒間 400Hz のトーンを、スレートマイクロフォンに優先す
る設定ができます。スレートマイクは、ダイレクト出力を除いて全ての出力に送られます。セットアップ
メニューにおいて、スレートマイクは、意図的でない起動を防ぐために使用不能にすることができます。 
スレートマイクは、その通常のスレートマイク機能に加えて、コミュニケーションマイクとして機能する
こともできます。この機能は、通常使用不能で、セットアップメニューにおいてオンにできます。このモ
ードでは、右の第二マスターTA3 コネクタのオーディオプログラムは、使用不能となります。その代わ
りに、RTN A/B スイッチが切り換えられるとき、スレートマイクからオーディオが現れます。通常のオ
ーディオプログラムは、影響されません。この機能は、ブームオペレーターと柔軟なコミュニケーション
システムを作成するために Sound Devices MM-1とともに使うことができます。 
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セットアップメニューの設定 
 

442は18個のオプションがあります。セットアップは通常操作では変更しないような機能でありながら、
フロントパネルから簡単にアクセスすることができます。 

 

セットアップメニューに入るには 

 

1. ミキサーの電源を切ります。 

2. 【Peak/VU】ボタンと押しながら、442の電源を入れます。 

  

  

  

  

  

3. セットアップモードに入っています。 

 

セットアップ中、442ミキサーは音声信号を取り扱いません。 

 

セットアップメニューにおいて、左のメーター（L）位置は、選ばれたセットアップを示します。右のメ
ーター(R)位置は、セットアップのために選ばれる値を示します。あるセットアップから他へ進むには、
PK/VU ボタンを使います。もし、意図したオプションを逃してしまったなら、個々のセットアップを選
ぶとき、前進のみで戻ることはできませんので、セットアップモードに再び入リ直さなければなり 

ません。バリューを調整するためには、メーター輝度ボタン(左)とバッテリーチェックボタン(右)で、セ
ットアップバリューの選択をすることができます。幾つかのセットアップが複数の値を持つとはいえ、他
は 2 つの値だけです。 

 

例：トーン発振器周波数を工場デフォルト（の 1kHz）から 100Hz まで変えるには。 

 

1. PK/VU ボタンを押えたままミキサーの電源を入れ、セットアップメニューに入ります。 

2. 左のメーターLED が-8 の位置になるまで、何度か PK/VU ボタンを押します 

3. パラメータバリューの中を動くために、100Hz の位置が選ばれる（-14 LED）まで、輝度ボタ
ンとバッテリーチェックボタンを押します。 

4. メーターがそれらのスクロールダンスを実行するまで、継続して PK/VU ボタンを押してくださ
い。メモリーにパラメータを設定されます。 

 

設定内容が適用されるためには、PK/VUボタンを押して最後の 18番目まで実行されなければなりません。
その時点でメーターがスクロールして新しい設定がメモリーへ保存されます。 

 

ユーザーデフォルト 

 

(firmware V5+のみ) ユーザー独自のデフォルトをメモリーに置くことができます。ユーザーデフォルト
はファクトリーデフォルトとは異なる新しいベースラインとして便利です。 

 

ユーザーとファクトリーデフォルト設定は、442 と 442N モデルの firmware5 以上が動作している環境
で、迅速にセットアップメニューからリコールすることができます。（442N モデルへセーブ／リコール
する場合は括弧を参照してください。） 

 

1. 同時に【メーター輝度】と【バッテリーチェック】を押しながら、442 の電源を入れてくださ
い。ユーザーデフォルト設定が保存されたことを示すためにメーターがダンスします。ボタン
から手を離すと通常操作モードに戻ります。 
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2. セットアップメニューからユーザーデフォルトをリコールします。442 が OFF の状態で、
【PK/VU】ボタンを押しながら 442の電源を入れます。 

 

3. Leftメーターが 18(10)を表示するまで PK/VUボタンを押すと、デフォルト・リコールにアク
セスできます。 

 

4. Right メーターでリコールされる内容を確認してください。－30(－30)は Off なのでリコール
されません。－20(－24)はユーザーデフォルトがロードされます。－14(－22)はファクトリー
デフォルトがロードされます。 

 

5. －20(－24) をセレクトしてから、PK/VU ボタンでセットアップメニューを抜けると、メータ
ーが 1回ダンスして、ユーザーデフォルトがロードされます。 

 

 

442ノルディックについて 
 

442 Nordic(442N) は、PPMメーターがノルディック・スケールであるという以外は 442と同じです。 

 

セットアップメニュー 

 

セットアップメニューは 442と 442Nで少し異なります。リミッタースレッショルドレベルを変更するに
は、計算するための LED点灯があります。リミッタースレッショルド値は下表を参照してください。 

 

例：ファクトリーデフォルトの+20dBuから+14dBuに LIM THR値を変更する場合、 

 

1. セットアップメニューに入るには、【PK/VU】ボタンを押しながら 442の電源を入れます。 

 

2. LIM THR値の設定は最初の位置です。 

 

3. パラメータ値を移動するには、【メーター輝度】と【バッテリーチェック】ボタンで、Left メ
ーターの 10、Rightメーターの 4 が点灯するまで押してください。 

 

4. マスターメーターがスクロールダンスするまで、PK/VU ボタンを複数回押してください。パ
ラメータがメモリへ保存されます。 
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セットアップメニュー firmware v5.07 
 

下表は 442と 442N用です。Leftメーターで選択されたセットアップを示します。Rightメーターでユー
ザーが設定・選択できる値を示します。 

 

 

 

 



  

 

 
 

21 

 

 

セットアップメニュー firmware v3 & 4 
 

下表は 442と 442N用です。Leftメーターで選択されたセットアップを示します。Rightメーターでユー
ザーが設定・選択できる値を示します。 
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セットアップメニュー firmware v2 (442only) 
 

下表はオリジナル 442用です。442のファームウェアを確認するには、電源を入れた時のメーター動作か
ら判断することができます。Left メーターは firmware バージョンを示し、メーターがダンスしてから
LEDが点灯します。もし左から 2番目の LEDが点灯したら firmwareバージョン２です。 
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仕様 
 

測定値設定（特に明記しない限り）：測定しているチャンネルのゲインコントロールは中間点、他の全 

ての他のチャンネルゲインは完全に絞っています；パンコントロールは、中心；ローカットはオフ；入力 

“MIC”位置；出力 LINE 位置。マイク入力は、150 オームソースでドライブ。出力は 100k オーム負
荷にて測定。温度 25 ℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



442 / 442N ユーザーガイド・技術情報  

 

24 V5.07  Features and specifications are subject to change.   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 
 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



442 / 442N ユーザーガイド・技術情報  

 

26 V5.07  Features and specifications are subject to change.   
 

 

 

ブロックダイアグラム － 入出力 
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ブロックダイアグラム － モニタリング 
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アクセサリー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 
 

29 

 

 

CE Declaration of Conformity 
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Warranty and Technical Support 
 

Warranty & Service 

 

Technical Support / Bug Reports 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FCC Stagement 
 

 

 

 

 

 



  

 

 
 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


